
京
阪
バ
ス

西
本
願
寺（
聞
法
会
館
前
）

大
谷
本
廟
方
面

大
谷
本
廟
方
面

あ
そ
か
花
屋
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

本
願
寺
で
は
SD
G
sの
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、ビ
ニ
ー

ル
製
靴
袋
の
配
布
を
止
め
ま

し
た
。龍
虎
殿
入
口
の
靴
箱

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

2
0
2
2︵
令
和
4
︶年

11
月
22
日
・23
日

経
文
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
︒

大
切
に
お
取
り
扱
い
く
だ
さ
い
︒

　
の
法
要

全
国
門
徒
総
追
悼
法
要

西
本
願
寺



こ
の
一
年
間
に
ご
往
生
さ
れ
た
全
国
す
べ
て
の

門
信
徒
の
方
が
た
を
追
悼
す
る
法
要
で
す
。

阿
弥
陀
堂
に
て
「
阿
弥
陀
経
作
法
」
を

お
勤
め
し
、
23
日
は
引
き
続
き
、

ご
門
主
様
か
ら
ご
親
教
を
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
境
内
で
は
本
法
要
に
献
花
さ
れ
る
菊
花

を
用
い
た
「
第
69
回
本
願
寺
献
菊
展
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

目　次
1
3

5
7
24
25

27
28
29
30

浄土真宗のみ教え
ご挨拶

法要・行事日程
阿弥陀経作法
免　物
本願寺よりのご案内

帰敬式
特別展 親鸞 生涯と名宝
「ウクライナ緊急支援募金」募集について
携行本尊（絵像）・関連商品

〈浄土真宗本願寺派総長　石上　智康〉
〈本願寺執行長　　　　　安永　雄玄（雄彦）〉

三奉請・仏説阿弥陀経・念仏・回向

（来春開催）

ほとけさまのお話〈常例布教〉・〈お西さんの法話〉
〈お西さんの土曜法話〉・お西さんを知ろう！

2
0
2
2︵
令
和
4
︶年

11
月
22
日
・23
日

  

あ
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け
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ぎ
く 

て
ん

全
国
門
徒
総
追
悼
法
要

親鸞聖人御誕生850年
立　教　開　宗800年慶讃法要
850th Anniversary of Shinran Shonin’s Birth & 800th Anniversary of 
the Establishment of the Jodo Shinshu Teaching

Joint Celebration  

法要期日

2023（令和5）年
【第1期】 3/29（水）～4/3（月）

【第2期】 4/10（月）～4/15（土）
【第3期】 4/24（月）～4/29（土）

【第4期】 5/  6（土）～5/11（木）
【第5期】 5/16（火）～5/21（日）

　
の
法
要

浄
土
真
宗
の
み
教
え

南
無
阿
弥
陀
仏

「
わ
れ
に
ま
か
せ
よ

　そ
の
ま
ま
救
う
」
の

　弥
陀
の
よ
び
声

私
の
煩
悩
と
仏
の
さ
と
り
は

　本
来
一
つ
ゆ
え

「
そ
の
ま
ま
救
う
」
が

　

 

弥
陀
の
よ
び
声

あ
り
が
と
う

　と
い
た
だ
い
て

こ
の
愚
身
を
ま
か
す

　こ
の
ま
ま
で

救
い
取
ら
れ
る

　自
然
の
浄
土

仏
恩
報
謝
の

　お
念
仏

み
教
え
を
依
り
ど
こ
ろ
に
生
き
る
者

　と
な
り

少
し
ず
つ

　執
わ
れ
の
心
を

　離
れ
ま
す

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

　感
謝
し
て

む
さ
ぼ
り

　い
か
り
に

　流
さ
れ
ず

穏
や
か
な
顔
と

　優
し
い
言
葉

喜
び
も

　悲
し
み
も

　分
か
ち
合
い

日
々
に

　精
一
杯

　つ
と
め
ま
す

　な

　も

　あ

　み

　だ  

ぶ
つ
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ほ
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ひ
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す
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

み
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ご
え

　
　
　
　
　
　み

 

す
く

　
　

 

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

じ  

ね
ん

　
　じ
ょ
う
ど

 

ぶ
っ
と
ん
ほ
う
し
ゃ

　
　
　
　
　
　ね
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つ
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し
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も
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せ
い
い
っ
ぱ
い
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全
国
門
徒
総
追
悼
法
要︵
秋
の
法
要
︶を
お
迎
え
し
て

　
本
日
は
遠
近
各
地
よ
り
、「
全
国
門
徒
総
追
悼
法
要
（
秋
の
法
要
）」
に
よ
う
こ
そ
ご
参
拝
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
一
昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
は
未
だ
終
息
が
見
通
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
感
染
症
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
に
改
め
て
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
罹

患
さ
れ
て
い
る
方
々
や
、
後
遺
症
に
苦
し
む
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
は
じ
め
、
世
界
規
模
で
困
難
な
問
題
が
次
々
に
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、
武
力
で
一
方
的
に
現
状
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
暴
力
的
な
行
為
に
反
対
し
、
一
刻
も

早
く
対
話
に
よ
る
平
和
的
な
解
決
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
な
お
、宗
門
で
は
、た
す
け
あ
い
運
動
募
金
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
緊
急
支
援
募
金
」
の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

石 

上
　
智 

康

い
わ
　
が
み
　
　
　 

ち
　 

こ
う

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
長

安 

永
　
雄 

玄

や
す
　
な
が
　
　  

ゆ
う
　
げ
ん

︵
雄 

彦
︶

 

ゆ
う
　
ひ
こ

本
願
寺
執
行
長

ご
　
挨
　
拶

本
願
寺
境
内
に
も
募
金
箱
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、「
全
国
門
徒
総
追
悼
法
要
（
秋
の
法
要
）」
は
、
こ
の
一
年
間
に
ご
往
生
さ
れ
た
ご
門
徒
の
皆
さ
ま

を
追
悼
す
る
法
要
で
す
。
ご
法
要
を
通
し
て
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
を
偲
ぶ
と
と
も
に
、
今
生
き

て
い
る
私
た
ち
が
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
お
念
仏
を
申
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
の
尊
さ
、
有
り
難
さ
を
深

く
味
わ
い
、
自
ら
の
生
き
方
を
か
え
り
み
る
ご
縁
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ご
門
主
様
は
、
次
の
世
代
の
方
々
に
ご
法
義
を
わ
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
、
そ
の
肝
要
を
ご
親
教
『
浄

土
真
宗
の
み
教
え
』
に
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
多
く
の
人
び
と
が
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
時
代
に
あ
っ
て
、
真
実
信
心
と
念
仏
者
の
生
き
方
を
、
あ
ら
ゆ

る
人
び
と
と
、
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
お
念
仏
の
み
教
え
を
伝
え
て
い
た
だ
い
た
先
人
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
一
人
で
も
多
く
の
方
へ
広
め
伝

え
る
た
め
、
折
に
ふ
れ
「
浄
土
真
宗
の
み
教
え
」
を
共
に
唱
和
し
、
お
念
仏
申
す
人
生
を
歩
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
ょ
う
。

　
来
年
３
月
に
は
、
い
よ
い
よ 「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
讃
法
要
」 

を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。
皆
様
に

は
、
ぜ
ひ
と
も
ご
参
拝
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
あ
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

合
　
掌

親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年

立
　
教
　
開
　
宗
８
０
０
年

ご
　
挨
　
拶

34



23日
（水・祝）

阿弥陀堂総会所

帰
敬
式

晨
朝
後

P.27

第
69
回
本
願
寺
献
菊
展
表
彰
式

9
時
50
分

法
名
奉
呈
・
日
程
説
明

10
時
15
分

帰
敬
式
P.27

13
時
30
分

総
永
代
経
法
要

引
き
続
き

常
例
布
教

佐
竹 

大
智 

師（
大
阪
府
）
P.25

14
時
00
分

昼
座

〈
約
40
分
〉

阿
弥
陀
経
作
法

ご
門
主
様
ご
親
教

引
き
続
き

全
国
門
徒
総
追
悼
法
要

P.7

10
時
30
分

手
話
通
訳

 

・感
染
症
予
防
の
た
め
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
ご
参
拝
に
際
し
て
の
お
願
い
】 

・御
堂
内
で
は
他
の
参
拝
者
と
の
間
隔
を
空
け
て
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。 
 

・発
熱
等
体
調
不
良
が
見
ら
れ
る
際
に
は
参
拝
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

LIVE

法
要
・
行
事
日
程

（事前収録）

出
演

曲
目

仏
さ
ま
を
讃
え
る
大
合
唱 

本
願
寺
音
御
堂
2
0
2
2

14
時 

配
信
開
始（
約
50
分
間
）

（
御
影
堂
か
ら
ラ
イ
ブ
配
信
）

LIVE

・
み
ん
な
花
に
な
れ

・
し
ん
ら
ん
さ
ま 

　
　
　
　
　
　  

他

23日（水・祝）
10
代・20
代
に
贈
る

雅
楽
の
世
界

　  〜
仏
教
の
音
楽

11
時
30
分 

配
信
開
始（
約
60
分
間
）
LIVE

東
野
珠
実
さ
ん 

他

（
笙
演
奏
家
）

仏
教
讃
歌
の
歌
声
と

仏
さ
ま
を
讃
え
る
思

い
が
お
堂
に
満
ち
る

ひ
と
と
き
。 

御影堂 御影堂 阿弥陀堂 御影堂御影堂総会所

帰
敬
式

晨
朝
後

P.27

「
西
本
願
寺
グ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ン
グ 

」 

全
ヵ
所
達
成
者
表
彰
式

10
時
00
分

法
名
奉
呈
・
日
程
説
明

10
時
15
分

阿
弥
陀
経
作
法

お
西
さ
ん
の
法
話

引
き
続
き

村
田 

朝
雅 
師（
大
阪
府
）

全
国
門
徒
総
追
悼
法
要

P.7

P.26

10
時
30
分

帰
敬
式
P.27

13
時
30
分

常
例
布
教
昼
座

佐
竹 

大
智 

師（
大
阪
府
）
P.25

14
時
00
分

22日
（火）

22日（火）

総
永
代
経
法
要

11
時
30
分

法
要
・
行
事
日
程〈

約
40
分
〉

YouTubeチャンネル
「お西さんの法要行事」で
両日とも　　　 配信
いたします。

LIVE

LIVE

親
鸞
聖
人
御
誕
生
8
5
0
年

立
　教
　開
　宗
8
0
0
年
慶
讃
法
要
記
念

嘉
門
タ
ツ
オ
と
聴
く

仏
教
の
響
き

本
願
寺
音
御
堂

2
0
2
2

配信LIVE
YouTube

20
時 

配
信
開
始（
約
90
分
間
）

LIVE

嘉
門
タ
ツ
オ
さ
ん

（
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

釈 

徹
宗
さ
ん 

他

（
宗
教
学
者
）

（事前収録）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
公
式 

Yo
u
Tu
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル

「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
西
本
願
寺
」

出
演

法
要
・
行
事
日
程

56



阿あ

弥み

陀だ

経き

う

作さ

法ほ

う

同
音

同
音

同
音

お
う
し
き
ち

う

さ
ん

ぶ

じ

う

阿
弥
陀
経
作
法
①

同
音

阿
弥
陀
経
作
法
②

78



阿
弥
陀
経
作
法
③

阿
弥
陀
経
作
法
④

910



極楽の六鳥

阿
弥
陀
経
作
法
⑤

阿
弥
陀
経
作
法
⑥

1112



同
音

調
声

阿
弥
陀
経
作
法
⑦

阿
弥
陀
経
作
法
⑧

1314



阿
弥
陀
経
作
法
⑨

阿
弥
陀
経
作
法
⑩

1516



阿
弥
陀
経
作
法
⑪

阿
弥
陀
経
作
法
⑫

1718



阿
弥
陀
経
作
法
⑬

阿
弥
陀
経
作
法
⑭

1920



阿
弥
陀
経
作
法
⑮

同
音 ひ

う
じ

う

ね
ん

ぶ
つ

阿
弥
陀
経
作
法
⑯

2122



同
音

お
う
し
き
ち

う

え

こ
う

阿
弥
陀
経
作
法
⑰

龍虎殿（参拝教化部）受付にてお迎えいただくことができます

表装の種類

※上記写真の他に六字尊号（南無阿弥陀仏）、九字尊号（南無不可思議光如来）、
　十字尊号（帰命尽十方無礙光如来）がございます。
※大きさと表装の違いにより冥加金額が変わりますので、詳しくは参拝教化部（免物係）まで
　お問い合わせください。

（中央）

御本尊
（阿弥陀如来）

（左側）

蓮如上人
（蓮師）

（右側）

親鸞聖人

〈見本〉〈見本〉〈見本〉

（宗祖・祖師）

表装（掛軸の素材や模様など）の種類には
金襴・桐・藤の3種類があります。
きん らん　 きり　 ふじ

携行本尊（絵像）については　　  をご覧ください

桐 藤金　襴金　襴 藤桐金　襴 桐 藤

ひょう   そう

阿弥陀様を

参拝教化部 （免物係）

免

　物

め
ん

　
　も
つ

P.30

2324



30分2席

※年末年始の法話日程は本願寺（お西さん）ホームページでご確認ください。

11月

12月

晨朝〈朝のお勤め〉（6：00～）後／御影堂

昼座（14：00）／総会所

じんじょう ご  えい どう

そう  がい  しょひる　ざ

7分 ※配信なし

配信LIVE

ほとけさまのお話〈常例布教〉
じょう れい　ふ きょう

常例布教　昼座⇒
「お西さんの常例布教」
チャンネル

22日（火）　～25日（金）

25日（金）　～28日（月）

28日（月）　～12月1日（木）

大阪府

広島県

福井県

佐竹大智
永光聖法
遠山信敬 

師

師

師

私の浄土真宗

み光にてらされて

ご本願の教え

  1日（木）　～  4日（日） 

  4日（日）　～  7日（水） 

  7日（水）　～10日（土）

10日（土）　～13日（火） 

13日（火）　～16日（金） 

16日（金）　～19日（月） 

19日（月）　～22日（木） 

22日（木）　～25日（日）

佐賀県

三重県

長崎県

神奈川県

愛媛県

富山県

佐賀県

滋賀県

德重清隆
大竹真章
木山景星
村上弘樹
龍田智教
藤島秀恵
蒲生晄隆
青峰龍誓

師

師

師

師

師

師

師

師

今を生きる

今ここでのすくい

南無阿弥陀仏　今、阿弥陀様が御一緒です

くらしの中の浄土真宗

阿弥陀さまのお救い

あみださまがともに

今　ここでの救い

如来の大悲に照らされて

※〈アーカイブ配信〉は原則として後日6ヵ月間公開予定
　（諸事情により公開されない場合もございます）。

YouTubeでお聴聞ができます！
毎日の常例布教・昼座とお西さんの土曜法話をYouTubeにて　　　配信しています。
また、過去の法話(アーカイブ※)も公開中です。
上記チャンネルから、いつでもどこでも
お聴聞していただけます。

LIVE

YouTube

昼
座

晨
朝

昼
座

晨
朝

昼
座

晨
朝

昼
座

晨
朝

昼
座

晨
朝

昼
座

晨
朝

昼
座

晨
朝

昼
座

晨
朝

昼
座

晨
朝

昼
座

晨
朝

昼
座

晨
朝

リモートお聴聞だワン

本
願
寺
よ
り
の
ご
案
内

毎日（11：00）／御影堂
※配信なし

15分1席

〈お西さんの法話〉

土曜日（17：00）／総会所 40分1席
LIVE

〈お西さんの土曜法話〉
お西さんの土曜法話⇒
「お西さんの法要行事」
チャンネル

御影堂

布教研究
専従職員

兵庫県

大阪府

兵庫県

11月26日（土）

12月  3日（土）

12月10日（土）

12月17日（土）

鴬地清登

藤澤彰祐

水杉悟史

野村康治

山口紫紀

本願寺の僧侶“お西のお坊さん”が、両堂や
境内各所を法話を交え、ご案内いたします。
どなたでも何度でもご参加いただけます。
参加希望の方は、上記開催時間までに
お茶所(総合案内所)にお越しください。

本願寺の僧侶“お西のお坊さん”が、両堂や
境内各所を法話を交え、ご案内いたします。
どなたでも何度でもご参加いただけます。
参加希望の方は、上記開催時間までに
お茶所(総合案内所)にお越しください。

１日4回　所要時間…約30分　
集合場所：お茶所（総合案内所）

ちゃしょ

1回目 10：00～　2回目 11：30～ 
3回目 13：45～　4回目 15：30～

「お西のお坊さん」による境内案内

※本法要期間中も開催いたします。

※12月24日・31日は休座。

講師はお西さんホームページでご確認ください

配信

師

師

師

師

師

御絵伝からうかがう親鸞聖人のご生涯
（第三幅・第四幅）

浄土真宗の利益について

私はときどき、
阿弥陀さまはずっと

「お立ちすがたの阿弥陀さま」
そのお心をうかがいます。

YouTube

1枚をプレゼント！
本願寺の見どころを

紹介する
オリジナルカードです。

全24種

ご参加いただいた方には…

何が
もら
える
かは

お楽
しみ
♪

本
願
寺
よ
り
の
ご
案
内
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帰敬式は「おかみそり」とも呼ばれ、阿弥陀如来・親鸞聖人の
御前で浄土真宗の門徒としての自覚をあらたにし
お念仏申す日暮らしを送ることを誓う大切な儀式です。
仏教をひらかれたお釋迦さまの「釋」の一字と
漢字二文字※からなる「法名」が授けられます。
「法名」とは、み教え（法）を依りどころとしてお浄土への
道を歩ませていただく仏弟子としての「名のり」です。

日ごろ、多くおたずねのある
「帰敬式」をご案内するよ。

「ききょうしき」って
読むんだワン！

※漢字二文字は、経典（浄土三部経）や親鸞聖人のご著書の中より選ばれています

申 込 方 法

受 式 時 間
  1日2回　

受 式 場 所　御影堂
受式冥加金　成人：1万円　未成年：5千円

龍虎殿（参拝教化部）受付にて『帰敬式受式願』【※PDF形式ダウンロード可】
と受式冥加金を添えてお申込みください。事前に記入の上、封書または
ファックスでお申込みいただくと受付時間が短縮されます。
※【お西さん（西本願寺）ホームページ】⇒【各種お申込み】⇒【帰敬式】からA4用紙に
　プリントしてご利用ください。

※1月1日、16日の午前（朝）と1月8日、12月20日の終日は行われません
午前(朝)の部：6時からの晨朝終了後に引き続き
午後(昼)の部：13時30分から　※逮夜(14時)法要が行われる日は13時から

じんじょう

しゃ  か　　　　　　　しゃく

　　  ほうみょう  　　　 　

   　　　　  よ

　いずれも仏教徒としての名前を表す言葉です
が、浄土真宗では「法名」、他宗では「戒名」・「法号」
ともいいます。厳格な規律（戒律）を守って修行す
る人びとにつく名前が「戒名」なのに対し、浄土真
宗では、戒律の一つも守ることのできない私たち
を、必ず浄土へ迎えるという阿弥陀さまのはたら
きを「法」と呼び、その法の中に生かされている私
たちがいただく名前を「法名」といいます。

「法名」と「戒名」は違うのですか？
かいみょう

帰敬式Q&A
しゃく

　浄土真宗のみ教えは、み
な等しくともにお浄土への
道を歩ませていただくとい
う教えですから、「釋〇〇」
の法名以外に「信士・信女・
居士・大姉」等の位号などは
用いません。

なぜ、法名は
「釋〇〇」だけなの
ですか？

Q

帰

　敬

　式

参拝教化部 （帰敬式係）

Q

特
別
展 

親
鸞 

生
涯
と
名
宝
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浄土真宗本願寺派たすけあい運動募金
「ウクライナ緊急支援募金」募集について

記

　宗派では、ロシアの軍事侵攻により避難生活を余儀なくされているウクライナの
人々を支援することを目的に、緊急に「たすけあい運動募金」において標記募金の募
集をしています。
　つきましては、募金にご協力いただきますよう、下記の通りお願い申しあげます。

合掌

１．募金の名称 浄土真宗本願寺派　たすけあい運動募金
 　「ウクライナ緊急支援募金」
２．受付口座番号 郵便振替　０１０００－４－６９９５７
 　加入者名　たすけあい募金　　　　　　　　　　
 銀行振込　
 　銀行　ゆうちょ銀行
 　店名　一〇九（イチゼロキュウ）店
 　番号　当座　００６９９５７
 　名義　たすけあい募金

※通信欄に「ウクライナ緊急支援」とご記入ください。
　住所、連絡先、領収書名のご記入をお願いします。
　お預かりした募金は指定寄付金として、関係団体へ
送り、難民支援等に充てさせていただきます。

第一次配分（4月18日配分）

３．受 付 期 間 2022(令和4)年3月10日(木)から当分の間
４．問い合わせ先 〒600-8501
 京都市下京区堀川通花屋町下ル本願寺門前町
 浄土真宗本願寺派伝道本部　社会部＜災害対策担当＞　　　
 TEL 075-371-5181　FAX 075-365-6199
 saigai-taisaku@hongwanji.or.jp

日本赤十字社 500万円
（NPO）国連UNHCR協会 500万円
（NPO）テラ・ルネッサンス 200万円

﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
緊
急
支
援
募
金
﹂募
集
に
つ
い
て

携行本尊関連商品のご案内

縦90㎜×横55㎜×厚み2㎜　
漆ブラック調バイオプラスチック

携
行
本
尊
と
は
︑﹁
独
り
じ
ゃ
な
い
よ
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つ
も
一
緒
だ
よ
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︑

よ
び
か
け
て
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さ
る
阿
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ま
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ご
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西
本
願
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龍
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ご
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ん

冥加金 10,000円
※荷造送料別途1,000円必要（4幅まで）
※1度に5幅以上送付の場合は荷造送料無料
　（令和5年3月31日まで）

PR動画及び
申込みフォームは

こちら→

・二つ折携行本尊入（4種）
・ホック付き携行本尊袋（3種）
・携行本尊ケース（茶・白）
・本尊スタンド（丸型・角型） 他
【取扱い】
開明社（西本願寺売店）　
℡.075-341-4397

携行本尊専用
レザーケース（3種）

【取扱い】
井筒法衣店
WEBカタログ
℡.0120-075-720

携行本尊用
フレーム＆台座

【取扱い】
いのりオーケストラ
オンラインショップ
www.inori-orchestra.net

携
行
本
尊︵
絵
像
︶

け
　
い
　
　
こ
　
う
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ん
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ぞ
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※下記関連商品は【取扱い】先からお求めください。

みょう が  きん

2022（令和4）年11月22日発行　 編集・発行／参拝教化部　 印刷／（株）アースワーク 01-11-22
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